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本
年
度
の
企
画
展
は
、「
三
河
案
内
―
公

文
書
館
資
料
で
知
る
三
河
―
」
を
テ
ー
マ

に
、
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
ま
で
、

本
館
展
示
室
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
収
蔵
資
料
展
で
は
「
尾
張
名

所
図
会
」
を
用
い
て
尾
張
地
域
の
紹
介
を

し
ま
し
た
の
で
、
本
年
度
は
三
河
地
域
を

テ
ー
マ
と
し
た
展
示
を
開
催
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

三
河
地
域
の
文
化
や
伝
統
的
な
産
業
、

歴
史
等
に
つ
い
て
内
容
を
調
べ
、
本
館
に
関

連
資
料
が
あ
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
何
度

も
打
合
せ
を
行
い
、
方
向
性
や
展
示
資
料

を
決
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
展
示
の
内
容
を
交
え
て
開
催
ま

で
の
舞
台
裏
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
一
）「
三
河
の
変
遷
」
で
は
、「
太
政
類

典
」
や
三
河
の
変
遷
図
を
用
い
て
廃
藩
置

県
後
の
諸
県
の
成
立
と
額
田
県
へ
の
統
合
、

愛
知
県
の
成
り
立
ち
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。

　

本
館
に
は
市
町
村
制
に
係
る
公
文
書
も

多
く
、
そ
の
中
か
ら
安
城
市
の
市
制
と
、

碧
南
市
の
合
併
に
関
す
る
公
文
書
を
展
示

し
ま
し
た
。

　

市
町
村
合
併
表
も
作
成
し
、
現
在
の
市

町
村
に
な
っ
た
年
と
そ
の
時
合
併
し
た
市

町
村
名
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
四
月
一
日

に
西
尾
市
・
一
色
町
・
吉
良
町
・
幡
豆
町
が

合
併
し
て
西
尾
市
と
な
っ
た
の
が
最
も
新

し
い
事
例
で
す
。

　

他
方
、
戦
後
で
最
も
古
い
の
は
、
昭
和

二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
八
月
一
日
に
幸
田

町
と
豊
坂
村
が
合
併
し
て
幸
田
町
に
な
っ

た
事
例
で
す
。

　
（
二
）「
三
河
に
関
す
る
公
文
書
館
所
蔵

資
料
の
紹
介
」
で
は
、
地
籍
図
・
地
籍
帳

の
原
本
を
展
示
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
資

料
保
護
の
た
め
地
籍
図
・
地
籍
帳
と
も
に

複
製
化
さ
れ
て
お
り
、
原
本
を
お
見
せ
す

る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
企
画
展
は
原
本
を
直
接
御
覧
い

た
だ
く
た
め
の
貴
重
な
機
会
と
い
え
ま
す
。

　

他
に
、
郡
役
所
文
書
や
、
祭
り
、
産
業

等
に
つ
い
て
の
公
文
書
を
展
示
し
ま
し
た
。

郡
役
所
文
書
に
つ
い
て
は
、
次
頁
の
「
表

紙
の
写
真
の
解
説
」
で
詳
し
く
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
蚕

業
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
統
合
さ
れ
る
前

の
繭
検
定
所
に
係
る
公
文
書
と
銘
板
を
展

示
し
ま
し
た
。な
お
、平
成
十
年（
一
九
九
八
）

に
廃
止
さ
れ
た
蚕
業
セ
ン
タ
ー
の
銘
板
も

本
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
明
治
用
水
、
豊
川
用
水
に
つ

い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。
用
水
が
で
き
る

ま
で
に
は
資
金
面
も
含
め
多
く
の
人
が
関

わ
っ
て
お
り
、
完
成
ま
で
に
は
長
い
年
月
が

か
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
調
べ
て

い
く
う
ち
に
、
用
水
を
必
要
と
す
る
土
地

の
事
情
や
、
様
々
な
困
難
に
よ
っ
て
計
画
を

中
断
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
調

べ
を
進
め
、
新
た
な
事
実
を
知
る
た
び
に
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
紹
介
し
た
い
気
持
ち

が
膨
ら
む
と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
で
簡
潔
に
説

明
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

　
（
三
）「
三
河
の
現
在
」
で
は
、
人
口
、

面
積
、
各
市
町
村
の
花
や
木
、
名
産
や
、

祭
り
な
ど
の
項
目
に
分
け
、
三
河
地
域
の

十
八
市
町
村
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

祭
り
の
項
目
で
は
、
展
示
期
間
に
合
わ

せ
て
秋
冬
の
祭
り
を
掲
載
す
る
こ
と
を
心

掛
け
ま
し
た
。

　
（
四
）「
観
光
名
所
の
絵
は
が
き
」
で
は
、

足
助
町
（
現
在
の
豊
田
市
）
と
横
須
賀

村
（
現
在
の
西
尾
市
）
の
絵
は
が
き
を
紹

介
し
ま
し
た
。
表
紙
に
は
、「
足
助
名
所
」

の
う
ち
、
巴
橋
の
絵
は
が
き
を
載
せ
ま
し

た
。

　

巴
橋
は
、
町
の
中
央
部
を
東
西
に
貫

通
し
て
い
る
飯
田
街
道
に
架
か
る
橋
で

す
。
飯
田
街
道
は
、
現
在
で
は
一
般
国

道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
香
嵐
渓
に
近
く
、

旧
足
助
町
の
中
央
を
流
れ
る
巴
川
沿
い

に
位
置
す
る
巴
橋
は
、
明
治
三
十
一
年

（
一
八
九
八
）
に
竣
工
し
、
そ
の
後
、
昭

和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
永
久
橋
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
展
を
き
っ
か
け
に
、
郷
土

の
歴
史
及
び
本
館
の
所
蔵
資
料
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平
成
二
十
四
年
度
企
画
展　

　
　

〜
企
画
展
の
舞
台
裏
〜

企画展の風景

企画展の風景

県の花　カキツバタ
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表
紙
の
写
真
の
解
説

　

写
真
は
、郡
役
所
文
書
で
あ
る
「
事

務
功
程
書
」
と
絵
は
が
き
で
す
。

　

郡
役
所
と
は
、
明
治
十
一
年

（
一
八
七
八
）
七
月
に
、
府
県
の
下
に

郡
区
町
村
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
れ
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
役
所
を
指

し
ま
す
。
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

に
郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
作
成

さ
れ
て
い
た
文
書
を
郡
役
所
文
書
と

い
い
ま
す
。

　

掲
載
の
「
事
務
功
程
書
」
は
、
大

正
五
年
か
ら
十
五
年
（
一
九
一
六
か

ら
一
九
二
六
）
ま
で
東
加
茂
郡
で
使

わ
れ
て
い
た
文
書
が
綴
じ
ら
れ
て
お

り
、
中
に
は
、
町
村
費
や
県
税
、
米

の
収
穫
高
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。右
上
の
写
真
は
、そ
の
表
紙
で
す
。

左
上
は
、
そ
の
「
事
務
功
程
書
」
の

う
ち
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
の

気
温
や
天
気
、
降
水
量
や
地
震
の
回

数
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
頁
の
写

真
で
す
。
九
十
七
年
前
の
気
象
に
つ

い
て
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資

料
で
す
。

　
「
幡
豆
郡
横
須
賀
村
名
所
」（
現
在

の
西
尾
市
）
と
、「
足
助
名
所
」（
現

在
の
豊
田
市
）
の
絵
は
が
き
は
、
平

成
四
年
に
本
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料

で
す
。
史
跡
・
名
勝
、
町
の
様
子
な

ど
が
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
土
地

を
巡
っ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に

か
け
て
、
古
文
書
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。

　

古
文
書
講
座
は
今
回
で
三
回
目
と
な
り

ま
す
が
、
今
年
は
、
初
め
て
古
文
書
を
読

む
方
を
対
象
と
し
た
入
門
編（
十
一
月
五
日・

九
日
・
十
六
日
に
実
施
）
と
、
今
ま
で
に

古
文
書
を
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
方
を
対
象

と
し
た
応
用
編
（
十
一
月
二
十
六
日
・
十
二

月
四
日
・
七
日
に
実
施
）
に
分
け
て
実
施

し
ま
し
た
。

　

各
講
座
の
具
体
的
な
内
容
と
教
材
と
し

た
古
文
書
を
紹
介
し
ま
す
。

　

入
門
編
は
二
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
最
初
に
近
世
の
古
文
書
を

解
読
す
る
際
の
基
礎
知
識
で
あ
る
候
文
や

返
読
文
字
、
異
体
字
、
変
体
仮
名
な
ど
に

つ
い
て
具
体
例
を
交
え
な
が
ら
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
館
所
蔵
文
書
で
あ
る
尾
張

国
愛
知
郡
八
事
村
（
現
在
の
名
古
屋
市
昭

和
区
）
山
田
家
文
書
の
土
地
の
売
渡
し
証

文
の
解
読
に
取
り
組
み
ま
し
た
。　
　

　

解
読
に
当
た
っ
て
は
、
先
ず
受
講
者
が

自
力
で
翻
刻
に
挑
戦
す
る
時
間
を
取
り
、

そ
の
後
、
講
師
が
読
み
に
く
い
文
字
を
中

心
に
説
明
を
加
え
な
が
ら
解
読
し
て
い
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
文
の
ま
と
ま
り
ご
と

に
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
読
み
下
し
と
解
釈

を
行
い
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
第
一
部
で
扱
っ
た
古
文

書
に
半
紙
を
重
ね
、
筆
の
流
れ
に
注
意
を

払
い
な
が
ら
筆
ペ
ン
を
用
い
て
文
字
を
書

写
し
て
い
き
ま
し
た
。
受
講
者
の
方
々
に

は
、
実
際
に
手
を
動
か
し
て
筆
写
す
る
こ

と
に
よ
り
、
文
字
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
く
ず
し
で
書
か
れ
て
い
る
の
か
詳
し
く

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

主
に
古
文
書
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方

を
対
象
に
行
っ
た
応
用
編
は
、
県
史
編
さ

ん
室
の
職
員
が
講
師
を
務
め
、「
愛
知
県

史
」（
資
料
編
十
八
、
近
世
四
、
資
料
番

号
四
百
三
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
足
助
に
お

け
る
連
続
放
火
事
件
の
一
件
書
類
」
と
い

う
享
保
期
に
起
こ
っ
た
事
件
に
つ
い
て
書

か
れ
た
古
文
書
を
題
材
と
し
て
、
史
料
の

解
読
と
内
容
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
様
に
は
、
臨
場
感
溢
れ
る
、
興

味
深
い
内
容
の
史
料
を
読
む
こ
と
で
、
歴

史
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
講
座
の
中
で
は
、
現
在
発
刊
し

て
お
り
ま
す
「
愛
知
県
史
」
の
説
明
や
実

際
の
古
文
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
説
明

も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
講
座
を
通
し
て
、

参
加
者
の
皆
様
に
は
、
本
県
が
進
め
て
お

り
ま
す
歴
史
編
纂
事
業
に
対
し
、
よ
り
深

い
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

講
座
終
了
後
、
受
講
者
の
方
々
か
ら
い

た
だ
き
ま
し
た
御
意
見
、
御
感
想
を
、
今

後
の
古
文
書
講
座
の
充
実
に
生
か
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

古文書講座の風景

古文書講座の筆写の様子

古古古古古古古古古
文文文文文文文文文
書書書書書書書書書書書
講講講講講講講講講
座座座座座座
にににににににに
つつつつつ
いいいいい
ててててててて

県の鳥　コノハズク
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古
文
書
解
読
講
座

①　
　
　
　

東
魚
町

②　
　
　
　
　

松
屋
太
兵
衛
忰

③　
　
　
　
　
　
　
　

槌
次
郎
江
申
渡

④
其
方
儀
当
七
月
十
五
日
夜
喧け

ん

嘩か

⑤
致
し
候
趣
相
聞
、
口
書
申
付
候
処
、

⑥
踊
見
物
ニ
参
リ
可
レ
申
与と

卯
市
萬
蔵

⑦
申
合
、
都
合
三
人
連
ニ
而
中
町
邊

⑧
迄
罷
越
、
尤
卯
市
儀
者
七
八
間
斗

⑨
先
キ
江
参
候
処
、
踊
風
躰
之
も
の

⑩
卯
市
江
行
当
候
ニ
付
、
色
々
逃
掛
ヶ

⑪
候
得
共
、
追
廻
し
鍵
屋
庄
兵
衛
門
先
キ

⑫
ニ
而
及
二

打ち
ょ
う

擲ち
ゃ
く

一
候
ニ
付
、
同
道
之
事
故
、
挨
拶
ニ

⑬
懸
リ
候
処
、
打
擲
ニ
逢
候
旨
申
立
候
、

⑭
其
通
ニ
候
得
者
、
心し

ん

妙み
ょ
うニ

候
得
共
、
故
な
く

⑮
先
方
よ
り
打
擲
ニ
及
候
筈
も
無
レ
之
、
全
其

⑯
方
よ
り
茂も

手
差
出
候
故
、
右
躰
之
儀
出

⑰
来
致
し
申
訳
難
二
取
用
一
不ふ

埒ら
ち

之
事
ニ
候
、

⑱
依
レ
之
呵し

か
り

込こ
み

申
付
候
、
尤
以
来
武
家
者
不
レ

⑲
及
レ
申
、
都す

べ
て而

無
礼
無
レ
之
様
相
心
得
可
レ
申

⑳
者
也

㉑　

戌　

十
二
月
九
日

　

本
館
で
は
明
石
藩
の
勤
番
が
藩
内
の
で
き
ご
と
な
ど

を
記
録
し
た
『（
明
石
藩
）
日
記
』
の
う
ち
、
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）
か
ら
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
時
期
の

も
の
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
（
一
部
欠
落
あ
り
）。

　

今
回
紹
介
す
る
古
文
書
は
、『（
明
石
藩
）
日
記
』
の
う

ち
天
保
九
年
七
月
十
五
日
の
祭
り
の
夜
に
起
こ
っ
た
喧
嘩

の
顚
末
を
示
す
も
の
で
す
。
史
料
を
見
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
史
料
は
③
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
藩
が
事
件
の
当

事
者
で
あ
る
槌
次
郎
へ
申
し
渡
し
た
も
の
で
す
。
喧
嘩
の

事
実
を
把
握
し
た
藩
は
槌
次
郎
に
対
し
経
緯
を
説
明
す
る

よ
う
に
求
め
ま
す
（
④
か
ら
⑤
）。
⑥
か
ら
⑬
の
途
中
ま

で
は
槌
次
郎
に
よ
る
申
立
て
（
口
書
）
の
内
容
で
す
。「
踊

見
物
」
に
卯
市
と
萬
蔵
と
の
三
人
で
行
っ
た
こ
と
、
前
を

歩
い
て
い
た
卯
市
が
「
踊
風
躰
」
の
者
と
ぶ
つ
か
っ
た
こ

と
、
そ
の
者
を
卯
市
が
追
い
か
け
て
鍵
屋
庄
兵
衛
の
門
先

で
殴
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
槌
次
郎
は
、
卯
市
の
同
行

者
と
し
て
仲
裁
に
は
い
ろ
う
と
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

逆
に
殴
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
槌
次
郎
の
言
い
分
に
対
す
る
藩
の
判
断
は
⑭
か
ら

⑰
に
あ
り
ま
す
。
彼
の
言
う
と
お
り
な
ら
ば
「
心
妙
」
な

こ
と
だ
が
、理
由
も
な
く
相
手
が
殴
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

槌
次
郎
が
手
を
出
し
た
こ
と
が
喧
嘩
の
原
因
で
あ
ろ
う
か

ら
、
そ
の
言
い
分
は
採
用
で
き
な
い
と
断
じ
ま
す
。
人
の

心
の
動
き
は
斯
く
あ
る
べ
し
と
し
て
、
喧
嘩
の
原
因
を
特

定
し
て
い
る
経
緯
に
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

結
局
、
彼
は
無
罪
放
免
と
は
な
ら
ず
、
十
二
月
に
口
頭

注
意
に
当
た
る
「
呵
込
」
の
罰
則
を
受
け
、
武
家
に
対
し

て
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
誰
に
対
し
て
も
無
礼
な
態
度
を

取
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
と
、
お
灸
を
す
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
（
⑱
以
降
）。 

　

ち
な
み
に
、『
日
記
』
に
は
同
じ
祭
り
の
夜
の
別
の
喧

嘩
の
一
件
の
記
載
も
あ
り
、
さ
な
が
ら
祭
り
の
賑
わ
い
が

古
文
書
を
通
し
て
今
に
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。
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愛
知
県
公
文
書
館
は
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
県
の
公

文
書
や
県
が
刊
行
し
た
刊
行
物
を
中
心
に
、
本
県
に
関

わ
る
資
料
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
本
県
の
公
文
書
を
九
〇
〇
点
、
刊
行
物

を
八
〇
二
点
及
び
使
用
を
廃
止
し
た
公
印
五
点
を
収
集

し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
公
文
書
は
、
知
事
部
局
を
始
め
、
企
業
庁
、

教
育
委
員
会
、
人
事
委
員
会
、
労
働
委
員
会
、
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
及
び
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
の
公
文

書
か
ら
、
歴
史
的
価
値
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を

選
別
、
収
集
し
ま
し
た
。

　

本
館
が
収
集
し
た
公
文
書
は
、
原
則
と
し
て
永
年
保

存
と
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
原
本
と
し
て
保
存

で
き
る
よ
う
に
、
く
ん
蒸
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
補

修
を
し
て
、
件
名
目
次
の
作
成
、
デ
ー
タ
入
力
な
ど
の

所
用
の
整
理
を
行
っ
た
後
、
順
次
利
用
に
供
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
県
民
の
皆
様
の
共
有
財
産
で
あ
る
本
館

所
蔵
資
料
を
一
層
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
検
索
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

　

本
館
に
収
蔵
さ
れ
た
資
料
の
利
用
は
、
大
き
く
分
け

て
一
般
県
民
の
方
な
ど
の
一
般
利
用
と
県
職
員
に
よ
る

業
務
遂
行
上
の
行
政
利
用
に
分
か
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
一
般
利
用
者
は
、
本
館
の
開
館
以
来
最
高

の
四
，
五
〇
七
人
で
し
た
。
過
去
か
ら
の
一
般
利
用
者

数
の
推
移
を
み
ま
す
と
、
全
体
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
一
般
利
用
者
が
利
用
さ
れ
た
本
館

の
所
蔵
資
料
は
、
左
表
の
と
お
り
で
し
た
。

　

こ
の
利
用
状
況
の
中
で
特
徴
的
な
こ
と
は
、
公
文
書

の
中
で
明
治
十
七
年
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
・
地
籍
帳

の
利
用
が
最
も
多
い
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
本

館
に
は
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地
区
の
地
籍
図
・
地
籍
帳

が
現
存
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
方
史
の
研
究
者
や
不
動

産
関
係
者
と
い
っ
た
方
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
地
名
で
当
時
の
地
名
を
デ
ー
タ
検
索
で
き
ま

す
。
明
治
時
代
の
ご
自
分
の
住
居
地
を
地
籍
図
で
確
認

さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
※
注
：
他
機
関
所
蔵
資
料
と
は
、
昭
和
十
三
年
に
現
在
の

県
庁
舎
に
移
転
す
る
に
際
し
て
、
明
治
期
の
公
文
書

な
ど
多
数
の
公
文
書
が
廃
棄
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

一
部
を
所
蔵
し
て
い
る
国
や
民
間
の
研
究
所
の
許
可

を
得
て
、
本
館
が
複
製
し
、
保
存
し
て
い
る
も
の
で

す
。）

5,000人

4,500人

4,000人

3,500人

3,000人

2,500人

2,000人

1,500人

1,000人

500人

0人
S61 H元 H5 H10 H15 H20 H23

入館者数（昭和61年度から平成23年度）

公
文
書
館
の
現
状

資　料　区　分 所蔵点数

公文書 87,687

刊行物等 81,784

古文書・私文書 4,161

旧公印 330

合　　　計 173,962

利用対象資料 利用数

公　

文　

書

公文書（冊数） 1,409

地籍図、地籍帳（点数） 1,971

他機関所蔵資料（冊数）※注 1,438

計 4,818

刊　

行　

物　

等

公報・官報（冊数） 368

行政刊行物（冊数） 2,443

県史・市町村史誌（巻数） 190

参考図書等（冊数） 384

計 3,385

合　　　計 8,203

公文書館所蔵資料
　　　　　（平成23年度末現在）
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本
館
で
は
、
愛
知
県
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
就
業
体
験
研
修
）
受
入
事
業
に
よ
り
、

研
修
生
（
大
学
生
）
の
方
々
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
毎
回
短
期
間
（
十
日
程
度
）

で
は
あ
り
ま
す
が
、
研
修
生
の
方
々
に
は
、

本
館
の
様
々
な
業
務
を
体
験
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、
今
ま
で
で
最
も

多
い
、
男
性
一
名
、
女
性
三
名
の
計
四
名
の

大
学
三
年
生
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
文
書

の
修
復
・
整
理
・
移
動
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
化
資
料
の
複
写
、
行
政
刊
行
物
の
整
理
、

窓
口
で
の
受
付
等
の
業
務
を
体
験
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
生
の
皆
さ
ん
の
研

修
後
の
感
想
や
公
文
書
館
に
対
す
る
印
象

等
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

◇
◆　

◇
◆　

◇
◆

（
研
修
生
Ａ
）

　
「
公
文
書
館
の
裏
側
の
仕
事
を
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
、
違
っ
た
角
度
か
ら
公
文
書

館
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。」

　
「
文
書
の
修
復
や
整
理
等
の
地
道
な
作
業

に
は
と
て
も
根
気
が
い
る
が
、
そ
の
作
業
が

一
般
の
方
々
の
利
用
を
可
能
に
し
て
い
る
こ

と
を
思
う
と
、
コ
ツ
コ
ツ
と
仕
事
を
す
る
こ

と
も
重
要
だ
と
感
じ
た
。」

（
研
修
生
Ｂ
）

　
「
公
文
書
館
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て

い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
重
要
性

を
再
認
識
し
た
。」

　
「
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
た
資
料
の

閲
覧
と
複
写
作
業
が
、
大
変
印
象
に
残
っ

た
。」

（
研
修
生
Ｃ
）

　
「
公
文
書
館
の
仕
事
は
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

だ
け
で
な
く
、
文
書
の
移
動・整
理
作
業
等
、

体
を
動
か
す
仕
事
も
多
く
、
一
般
企
業
で

は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
内
容
で
興
味
深

か
っ
た
。」

　
「
公
文
書
館
を
利
用
さ
れ
る
方
が
予
想
以

上
に
多
く
、
意
外
だ
っ
た
。」

（
研
修
生
Ｄ
）

　
「
公
文
書
館
は
古
い
文
書
の
保
存
だ
け
を

行
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
と
い
う
認
識
だ
っ

た
が
、
実
際
は
県
民
の
方
々
へ
の
利
用
提
供

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

意
識
が
変
わ
っ
た
。」

　
「
文
書
の
修
復
業
務
は
、
地
道
な
作
業
で

非
常
に
手
間
が
か
か
る
が
、
県
民
の
方
々

の
利
用
の
た
め
に
は
、
必
要
不
可
欠
な
仕

事
で
あ
る
と
感
じ
た
。」

　　

本
館
で
は
、
今
後
も
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
公
文
書

館
業
務
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
三
河
を
テ
ー
マ
と
し
た
企
画
展
の

準
備
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
三
河
の
各
市
町

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
市
町
村
誌
史
、

観
光
情
報
誌
等
を
調
べ
ま
し
た
。
調
べ
て

い
く
う
ち
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の
独

自
の
文
化
や
歴
史
、
伝
統
等
が
少
し
ず
つ

見
え
て
き
ま
し
た
。
同
じ
県
内
で
も
、
地

域
に
よ
っ
て
、
様
々
な
独
自
の
文
化
が
発

展
し
て
い
る
こ
と
は
、
新
し
い
発
見
で
し

た
。

　

企
画
展
の
準
備
を
進
め
る
上
で
難
し

か
っ
た
こ
と
は
、
面
白
い
と
思
っ
た
資
料

で
も
、
テ
ー
マ
と
の
不
一
致
や
、
展
示
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
で
、
展
示
に
使
え
な
い
こ

と
で
し
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
展
示
候

補
に
あ
が
っ
た
地
籍
図
に
つ
い
て
、
少
し

御
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

展
示
す
る
地
籍
図
に
は
、
次
の
三
つ
の

選
定
条
件
が
あ
り
ま
し
た
。

①
歴
史
的
・
観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
場
所

②
当
時
の
地
形
が
残
っ
て
い
る
場
所

③
展
示
ケ
ー
ス
内
に
収
ま
る
サ
イ
ズ

　

実
際
の
展
示
に
使
用
し
た
地
籍
図
は
、

三
つ
の
条
件
を
満
た
し
た
碧
海
郡
八
橋
村

（
現
在
の
知
立
市
八
橋
町
）
の
も
の
で
し

た
。
八
橋
村
は
、
伊
勢
物
語
の
中
で
在
原

業
平
が
「
か
ら
こ
ろ
も 

き
つ
つ
な
れ
に

し 

つ
ま
し
あ
れ
ば 
は
る
ば
る
き
ぬ
る 

た

び
を
し
ぞ
お
も
ふ
」
の
和
歌
を
詠
ん
だ
場

所
と
し
て
有
名
で
す
。
和
歌
に
詠
み
こ
ま

れ
て
い
る
カ
キ
ツ
バ
タ
の
名
所
と
し
て
、

現
在
で
も
多
く
の
人
が
訪
れ
る
無
量
寿
寺

や
、
業
平
の
分
骨
を
ま
つ
っ
た
と
さ
れ
る

在
原
寺
が
、地
籍
図
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

ま
た
、
縦
百
五
十
九
㎝
・
横
百
八
十
一
㎝

と
、
展
示
に
は
適
当
な
大
き
さ
で
し
た
。

　

そ
の
他
に
①
の
条
件
に
合
っ
た
も
の
と

し
て
は
、
宝
飯
郡
蒲
郡
村
（
現
在
の
蒲
郡

市
本
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
残
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
中
世
末
期
よ
り
下
ノ
郷

鵜
殿
氏
が
居
城
と
し
、
江
戸
時
代
に
松
平

氏
が
本
拠
地
と
し
た
、
蒲
形
城
の
水
堀
や

本
丸
跡
と
思
わ
れ
る
形
状
が
、
地
籍
図
に

は
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

①
・
②
の
条
件
に
合
っ
た
候
補
と
し
て

は
、
額
田
郡
中
金
村
（
現
在
の
岡
崎
市
中

金
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。
中
金
村
の
地
籍

図
に
は
、
現
在
、
県
の
有
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
万
足
平
の
猪
垣
が
、

猪
鹿
除
と
し
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
展
示
ケ
ー
ス
に
収

ま
ら
な
い
大
き
さ
の
た
め
、
展
示
候
補
か

ら
除
外
し
ま
し
た
。

　

三
つ
の
条
件
を
満
た
し
た
地
籍
図
と
し

て
、
も
う
一
つ
碧
海
郡
野
寺
村
（
現
在
の

安
城
市
野
寺
町
）
が
あ
り
ま
し
た
。
野
寺

村
は
、
三
河
一
向
一
揆
の
拠
点
と
な
っ
た

本
證
寺
の
堀
が
、
は
っ
き
り
判
別
で
き
ま

す
。
し
か
し
サ
イ
ズ
が
少
し
小
さ
い
こ
と

も
あ
り
、
展
示
す
る
地
籍
図
は
、
最
終
的

に
八
橋
村
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　

研
修
生
体
験
記

企
画
展
こ
ぼ
れ
話



̶ 7 ̶

平成25年2月15日 第17号愛知県公文書館だより
　

本
館
で
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
、

展
示
室
の
展
示
用
ケ
ー
ス
に
、
現
物
の
古

文
書
と
そ
の
翻
刻
文
及
び
解
説
文
を
展
示

す
る
方
法
に
よ
る
古
文
書
の
展
示
を
始
め

ま
し
た
。

　

古
文
書
に
つ
い
て
は
、
近
世
か
ら
明
治

時
代
初
期
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
文
書
の

中
か
ら
比
較
的
読
み
や
す
い
も
の
を
選
び

ま
し
た
。
ま
た
、
翻
刻
文
は
、
大
き
め
の

文
字
に
す
る
と
と
も
に
、
読
み
下
し
の
た

め
の
返
り
点
や
ふ
り
仮
名
も
記
載
し
ま
し

た
。
解
説
文
は
、
資
料
解
釈
に
膨
ら
み
を

も
た
せ
る
た
め
、
歴
史
的
背
景
を
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し

た
。

　

展
示
し
た
古
文
書
は
尾
張
国
海
東
郡
蟹

江
新
田（
現
在
の
海
部
郡
蟹
江
町
）の「
戸

谷
家
文
書
」
の
う
ち
の
二
点
で
す
。
戸
谷

家
文
書
は
、
平
成
十
九
年
度
に
県
民
の
方

か
ら
本
館
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
主
に

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
初
期
に
か

け
て
作
成
さ
れ
た
村
方
文
書
で
す
。

　

二
点
の
う
ち
一
点
は
、
戸
谷
家
の
当
主

が
窮
民
救
済
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
尾

張
藩
か
ら
特
権
を
与
え
ら
れ
た
件
に
関
す

る
も
の
、
も
う
一
点
は
、
戸
谷
家
に
仕
え

る
男
女
の
宗
旨
調
査
に
関
す
る
も
の
で

す
。下
に
そ
の
翻
刻
文
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

普
段
、
こ
れ
ら
の
古
文
書
は
原
本
保
護

の
観
点
か
ら
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
や
複

製
本
、
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
閲
覧
と
し

て
い
ま
す
が
、
本
物
を
御
覧
い
た
だ
く
こ

と
で
、
古
文
書
の
語
る
歴
史
を
感
じ
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
館
は
、
公
文
書
館
等
歴
史
資
料
保
存

利
用
機
関
の
連
携
・
研
究
協
議
団
体
で
あ

る
「
東
海
北
陸
地
区
公
文
書
等
保
存
利
用

事
務
協
議
会
」
及
び
「
全
国
歴
史
資
料
保

存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
」
の
会
員
で
あ

り
、毎
年
各
協
議
会
が
主
催
す
る
研
究
会
・

研
修
会
等
に
職
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
は
、「
東
海
北
陸
地

区
公
文
書
等
保
存
利
用
事
務
協
議
会
」
の

総
会
・
事
務
担
当
者
研
究
会
が
、
十
月

十
二
日
に
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
で
、「
全

国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議

会
」
の
全
国
大
会
・
研
修
会
が
十
一
月
八

日
と
九
日
に
、広
島
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
・

鯉
城
会
館
等
で
開
催
さ
れ
、
本
館
の
職
員

も
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
東
海
北
陸
地
区
公
文
書
等
保
存
利
用

事
務
協
議
会
」事
務
担
当
者
研
究
会
で
は
、

東
海
北
陸
八
県
一
市
の
会
員
機
関
か
ら
提

出
さ
れ
ま
し
た
歴
史
公
文
書
等
歴
史
資
料

に
関
す
る
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
会
員

間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
会
員

間
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
議
題
の
中
に
は
「
歴
史
公
文
書
の
選

別
基
準
・
公
開
方
法
」、「
書
庫
の
防
虫
・

防
カ
ビ
対
策
」
等
、
本
館
に
と
っ
て
も
関

心
の
高
い
事
項
が
含
ま
れ
て
お
り
、
他
機

関
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
非
常
に

有
意
義
で
し
た
。

　

ま
た
、「
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機

関
連
絡
協
議
会
」
全
国
大
会
・
研
修
会
で

は
、
広
島
県
立
文
書
館
等
の
視
察
、「
ア
ー

カ
イ
ブ
ズ
の
電
子
情
報
化
と
そ
の
課
題
」、

「
学
校
教
育
と
の
連
携
に
関
す
る
取
組
」

等
に
つ
い
て
の
研
修
、
広
島
県
安
芸
高
田

市
及
び
熊
本
県
の
公
文
書
管
理
条
例
制
定

に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て
の
報
告
等
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
二
百
五
十
名
を

超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
全
体
会
の
質
疑

討
論
で
は
、
活
発
な
意
見
交
換
・
議
論
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
本
館
に
と
っ
て
、
特
に

参
考
に
な
っ
た
の
は
、
広
島
県
立
文
書
館

で
の
歴
史
公
文
書
の
選
別
方
法
や
安
芸
高

田
市
及
び
熊
本
県
の
報
告
に
お
け
る
公
文

書
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
レ
コ
ー
ド
・
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
の
考
え
方
で
し

た
。
今
後
の
本
県
に
お
け
る
文
書
管
理
制

度
充
実
の
た
め
の
施
策
の
参
考
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
館
職
員
の
知
見
を
広
め
る
た
め
、
こ

う
し
た
研
究
会
・
研
修
会
に
は
こ
れ
か
ら

も
積
極
的
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

宗門一札（戸谷家文書）

全国大会の会場

歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
関
係
団
体
の

研
究
会
・
研
修
会
に
参
加
し
て

古
文
書
展
示
に
つ
い
て

県の木　ハナノキ



̶ 8 ̶

平成25年2月15日 第17号愛知県公文書館だより

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ナ
ー

Ｑ　

こ
の
地
方
の
士
族
で
あ
っ
た
先
祖

に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
他
の
資
料

館
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
本
館
所
蔵
の

「
尾
参
士
族
名
簿
」
で
調
べ
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

資
料
で
す
か
。

Ａ　

こ
の
資
料
は
、当
時
の
愛
知
県
が
、

明
治
十
年
前
後
の
県
内
全
域
の
士
族

の
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
内
容
は
、
士
族
の
氏
名
、
そ
の

士
族
の
、
年
齢
、
住
所
、
元
の
所
属

県
（
例　

旧
豊
橋
県
）、
家
禄
、
父

の
名
前
、
家
督
相
続
の
簡
略
な
経
緯

な
ど
で
す
。
資
料
は
五
分
冊
に
な
っ

て
い
て
、
見
出
し
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
士
族
は
、
全
体
で
お
よ
そ
一
万
人

に
及
び
ま
す
。

　
　

資
料
は
氏
名
を
イ
ロ
ハ
順
に
並
べ

て
あ
る
た
め
目
当
て
の
人
物
を
探
し

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
父

親
の
名
前
や
住
所
な
ど
他
の
記
載
内

容
か
ら
探
し
て
い
る
人
物
を
特
定
で

き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
残

念
な
こ
と
に
、
イ
と
ロ
の
部
分
は
残

存
し
て
い
な
い
た
め
見
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　

な
お
、
こ
の
資
料
は
複
製
本
で
、

原
本
は
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
徳
川

林
政
史
研
究
所
（
東
京
都
豊
島
区
）

に
あ
り
ま
す
。
閲
覧
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
徳
川
林
政
史
研
究
所
の
許
可
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
に
つ
い
て

は
御
来
館
の
際
に
受
付
の
職
員
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

N

■県体育館

■国立病院機構
　名古屋医療
　センター

市役所市役所
西庁舎

県庁西庁舎
市役所駅

県庁

至清水口

地
下
鉄
名
城
線

至栄

愛知県公文書館
愛知県自治センター

7階

利 用 案 内

◆ 交 通 機 関
地下鉄名城線「市役所」下車　5番出口
市バス・名鉄バス（基幹バス）「市役所」下車

◆ 開 館 時 間
午前9時～午後5時

◆ 休 館 日
土曜日・日曜日・整理期間（春季10日以内）
国民の祝日・年末年始（12月28日～ 1月4日）

◆ 利 用 方 法
　資料の閲覧は無料です。
閲覧をする場合は、備え付けの「閲覧票」 
に所定の事項を記入のうえ、受付に提出
してください。
所蔵資料の複写にも応じています。（有料）
 ただし、一部複写できないものがあります。
館外貸出は行っておりません。

◆ 展 　 　 示
展示室では常設展や毎年テーマを定めた企画
展を開催し、所蔵資料等の展示を行っています。

・
・

・

・

ホームページアドレス　　http://www.pref.aichi.jp/kobunshokan/

▽
愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り
第
十
七
号
を

お
届
け
し
ま
す
。
十
月
か
ら
十
一
月
に

か
け
て
「
三
河
案
内
―
公
文
書
館
資
料

で
知
る
三
河
―
」
と
題
し
て
実
施
し
ま

し
た
企
画
展
の
舞
台
裏
と
展
示
用
の
地

籍
図
を
決
め
た
経
緯
を
こ
ぼ
れ
話
と
し

て
掲
載
し
ま
し
た
。

▽
本
館
で
は
公
文
書
の
ほ
か
に
古
文
書
を

収
蔵
し
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
に
、

古
文
書
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
三
年
前
に
始
め
た
古
文
書

講
座
は
、
今
年
度
は
入
門
編
と
応
用
編

に
分
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
報
告
し
ま
し
た
。

▽
公
文
書
を
取
り
巻
く
環
境
は
刻
々
と
変

化
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
様
々
な
課

題
に
つ
い
て
協
議
し
た
、
全
国
及
び
東

海
北
陸
地
区
の
会
議
の
内
容
を
紹
介
し

ま
し
た
。

愛
知
県
公
文
書
館
だ
よ
り　

第
十
七
号

平
成
二
十
五
年
二
月
十
五
日

編
集
発
行　

愛
知
県
公
文
書
館
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